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るということが、私も今回、予算の中身を確認させていただいて初めて知ったことでございます

けれども。これは市の財源として、当然有用なことだと思います。 

 それで、どこの地域も今財源不足で悩みがあろうかと思いますので、先ほどお話があったよう

に、それでの、まずは長崎県の実態調査、実態調査ありますけれども、県下の市長さんと一緒に

なって、まずは、その離島価格、これをいかに本土価格並みに是正するか、これを重点的にぜひ

お願いをしていただきたいと思っておりますので、最後の力強いお言葉をお聞きして、質問を終

わりたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  先ほどの不適正な発言はおわび申し上げます。 

 しかしながら、市民皆様も、どうにかしてこのガソリン関係の単価をもう少しでも、少しでも

安くできればという気持ちは一緒でございますので、各離島の皆様と力を合わせながら、ガソリ

ンの低減化に向けて、力を合わせてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  今夜、熟睡できそうです。ありがとうございました。終わります。 

○議長（小川 廣康君）  これで、２番、伊原徹君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  暫時休憩いたします。再開を２時５分からといたします。 

午後１時50分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時03分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 引き続き、市政一般質問を行います。 

 １２番、波田政和君。 

○議員（１２番 波田 政和君）  皆様、改めましてお疲れさまでございます。会派つしま、

１２番議員の波田政和でございます。 

 執行部の皆さんにおかれましては、連日の会議でお疲れとは存じますが、先ほどもお話があり

ますように私で最後でございますので、どうか最後までおつきあいをよろしくお願いします。 

 また、市長におかれましては、事前通告していました質問について、行政論ではなく、市民目

線に立った御答弁を望むものであります。重ねてお願いしておきます。 

 では、通告に従い、質問させていただきます。 

 まず１点目の対馬南部地区（尾浦～浅藻区間）における道路整備の進捗状況と今後の整備計画
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についてでありますが、この質問は平成２８年１２月の第４回定例会においても市長へ同様の質

問をさせていただいております。 

 前回、市長の答弁から２年を迎えようとしています。また、市長の任期も残すところ、１年と

６カ月になったわけでありますが、前回御答弁いただいております内容からどのように進展があ

ったか、お尋ねをしたいと思います。 

 次に２点目の厳原港ターミナルビルにおけるロータリー周辺駐車場等の管理体制についてであ

ります。 

 このターミナルビルのロータリー周辺駐車場を日ごろから見ていましても、船舶の入出港時と

重なるように常に混雑している状況にあり、また、駐車場を見ておりましても常に駐車ができな

い状況が見受けられます。さらによく観察してみますと、船舶の入出港時にかかわらず、この駐

車場に駐車されている車両の一部には同じ車両が毎日のように駐車されているようにも感じられ

ます。 

 現在、厳原港旅客埠頭再編整備が行われているとは思いますが、私はこのように日々混雑した

厳原港の現状を鑑み、本事業が完成するまでの間、少しでも利用者の利便性を重視し、何かでき

ることがないか、また改善できる点がないか、早急な対応が必要であると考えております。 

 また、市長へ確認しておきたいのですが、この厳原港ターミナルビル正面玄関前の駐停車場の

役割についてでございますが、当初、何を目的に、誰を対象とし整備されたものなのかも含め市

長の見解と御答弁をお願いしておきます。 

 次に３点目の本市における観光産業の今後の方向性とその対策についてお尋ねします。 

 本市においては、年々、観光客が増加傾向にあり、特に、外国人観光客が著しく増加傾向にあ

ることは皆様も御承知のとおりであります。 

 また、この案件については、たびたび同僚議員からも質問されていますが、私はこの案件に対

する本市の意気込みがいま一つ感じられないところがあります。 

 現在、本市が抱える観光産業への今後の取り組みと受け入れ体制について、市長の意気込みを

踏まえて、今後の方向性とその対策、また改善策についてお尋ねしたいと思います。 

 以上、３点について答弁いただきましたら、一問一答で再質問させていただきたいとかように

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  波田議員の御質問にお答えいたします。 

 まず１点目の対馬南部地区における道路整備の進捗状況についてでございますけれども、市道

尾浦～浅藻線道路改良工事につきましては、総事業費３８億円、計画延長２,３００メートルで、

平成２５年度に着手をしております。 



- 151 - 

 平成２９年度までの進捗状況は、安神地区側から着手し、事業費ベースで約３億円、現在、既

に１４０メートルを供用開始しているところであります。 

 今後の計画につきましては、引き続き、安神地区側からトンネル坑口までの整備を進め、平成

３３年度のトンネル着手を目指したいと考えております。 

 したがいまして、本事業の着手時は平成３４年度完了を予定していたところではございますけ

れども、２、３年程度完了がおくれることになろうかというふうに思っております。 

 また、トンネルに着手しますと、３カ年程度の集中投資が必要となりますので、その前に、現

在、着手しております久田～日掛線及び内山２号線の完了を図りたいと考えております。 

 次に、主要地方道厳原～豆酘～美津島線につきましてでございますけれども、総事業費２０億

円で、久田トンネルの出口から内山坂トンネルの手前まで計画延長１,９００メートルで平成

２７年度に着手しております。 

 本工事は久田トンネル側から着手し、既に一部供用開始もしており、平成３３年度完了を予定

しておりますが、現在までの進捗状況と今後トンネル工事も予定されていることから、完了年度

の見直しを検討しているというふうに聞いております。今後も早期完成を目指していただくよう

要望してまいりたいと考えております。内山坂トンネルの手前からの浅藻間につきましては、主

要地方道とは別に市の考え方といたしましては、基本的に集落間を結ぶ計画、主にトンネルで結

ぶ計画でございますけれども、この概略設計を終え、事業費約１１５億円を見込んでおりまして、

かなり大規模な事業計画となっております。したがいまして、県事業の主要地方道厳原～豆酘～

美津島線完成後、引き続き主要地方道の改良として市の概略設計案を基本に、県事業でも着手し

ていただくことも視野に入れながら、事業時期を見きわめながら県にも要望等も重ねて行ってい

きたいというふうに考えております。 

 次に、厳原港ターミナルビルにおけるロータリーの周辺駐車場等の管理体制についてでござい

ますけれども、厳原港はフェリー、ジェットフォイル、貨物船等が就航しており、島民の生活を

支えるとともに島外への移動拠点となっております。 

 しかしながら、現在の国内ターミナルビル前の駐車場は狭く、フェリー、ジェットフォイルを

利用する島民の皆様は２００メートル以上離れた駐車場を利用している状況であります。 

 また、島外からのお客様を送迎する際も駐停車スペースが狭隘のため乗降に苦慮するなど利用

するお客様に御不便をおかけしているところでございます。 

 厳原港ターミナルビル前の駐車場につきましては、対馬振興局と本市で連携して管理を行って

いるところでございますけれども、駐車台数が３８台と少なく、常に満車状態で対応に苦慮して

いるところであります。 

 また、厳原港埠頭再編事業に伴う国内ターミナルビル新築工事のヤードとして国際線船岸壁背
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後の駐車場を占用するため、仮設駐車場としてさらに奥の貨物船用の岸壁背後の県有地を借用し

て対応する予定でございますが、工事中は利用者の皆様には駐車場がさらに遠くなり、御不便を

おかけすることとなります。 

 しかしながら、新しい国内ターミナルビルが平成３１年度末に完成予定であり、ターミナル前

面に駐車場が整備されますと駐車台数も増加し、動線も短くなることから利用者の皆様の駐車ス

ペースに対するストレスが解消され、利便性が向上いたします。市といたしましても早期に完成

するよう、県に要望していきたいと思っております。利用者の皆様にはしばらくの間御不便をお

かけいたしますが、御理解と御協力をお願いいたします。 

 次に３点目の観光産業の今後の方向性とその対策や改善策についてでございますが、観光産業

の今後の方向性と対策、改善策についてございますが、まず、対馬市において観光産業は対馬の

基幹産業として育てていきたいとの思いであり、第２次対馬市総合計画及び観光振興推進計画の

中でも観光客を誘致し活性化を図るため、情報発信やＰＲの強化、基盤整備やおもてなしの充実

などの受け入れ態勢の整備を行うこととしているところでありまして、特に今年度は観光施設等

のインフラ整備やおもてなしの心の醸成に努めていくよう指示しているところでございます。 

 ことし７月末での国内からの飛行機、船を御利用いただいた降客数は１３万４,６６０人で、

前年同期と比較しますと９８.４％でありまして、国内観光客数においてはほぼ横ばい状態であ

ると推測しております。 

 一方、韓国からのお客様は、２２万８,１８７人で、前年同期との比較で１０６％となってお

ります。韓国人観光客においては、平成２４年の客数と比較いたしますと、この５年間で約

２.４倍にふえております。これによりまして、島内の観光産業も活発になり、新たな宿泊施設

のオープンやバス事業、レンタカー事業への進出規模拡大、飲食店等の開業などにつながってき

ているところでございます。 

 さらに、これらの事業に係る雇用の拡大や農林水産物などの地場産品の消費拡大にも効果が出

ているものと思われます。 

 市のほうでも有人国境離島法を初めとする国や県の制度を活用して、雇用の拡充や創業支援、

顧客満足度向上のための支援制度を準備し、御活用いただいているところでございます。 

 観光産業への目標と課題という部分つきましてでございますけれども、外国人観光客は総合計

画や観光振興推進計画の目標値を既に超えているところでございますけれども、想定以上に急激

に増加したことにより、受け入れ態勢が追いついていないということが大きな課題となっており

ます。例えば、宿泊施設はふえてはおりますが、ワンランク上の宿泊施設の必要性も感じている

ところでございます。 

 また、港湾施設、ターミナル施設の拡充、公共交通の利便性向上などのほか、接客マナーの向
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上、おもてなしの心の醸成など、行政と民間事業者の皆様がそれぞれの役割の中で受け入れ態勢

の充実に向け取り組んでいかなければならないというふうに考えているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  波田政和君。 

○議員（１２番 波田 政和君）  ありがとうございました。冒頭、市民目線に立った御答弁をと

いうことをお願いしておりました。今話を聞きますと、そういった方向性で頑張っていただいて

いるとかように理解しておりました。 

 言うまでもございませんが、よく議会で国とか県とか市の管轄以外について答弁がなされるじ

ゃないですか。私は、常々、それは行政だけの区切った話であって、我々島に在住するで生活す

る人たち、余りそこは関係ないわけですね。だから、我々議会人も国や県に対する要望などはや

はり市長を中心として活動していくことが大事であると認識しておることから、市長は我々の代

表でもあられますので、特に市民生活に影響のあることについては、管轄にかかわらず、今まで

以上に積極的に行政運営に取り組んでいただきたいとこのように思っております。 

 それと、我々議会では通告制をとっておりますことから、今回と同様に、たくさん多方面にわ

たって案件が出ますよね。そういう中で管轄違いとかたくさん出ると思うわけでございますけれ

ども、この通告制の意義をしっかりお互い理解をして望んでいただきたいなとこのようにも感じ

ております。 

 一番大事なことは、我々市民の代弁者である議員といたしましても、市民の声にはしっかりと

した対応が必要であると私はこのように思うからこそ、こんな話をさせていただいております。 

 では続けて、本題の１点目に入りたいと思います。 

 対馬南部地区（尾浦～浅藻区間）における道路整備の進捗状況と今後の整備計画についてを再

質問させていただきます。 

 先ほど市長の答弁と重複する点もあるとは思いますが、前回、この案件については、市長は次

のように答弁なされております。 

 内山坂トンネルから浅藻区間について、平成２４年度から局部改良事業で前年度まで１億

５,０００万円の事業費を投しているものの抜本的な解消には至っていないとこう話されており

ます。 

 また、安神から浅藻までの路線については、概略設計を終え、総事業費約１１５億円を見込ん

でおり、県の事業とは別に市の単独事業として対応したいと話がありました。それと同時に、市

の概略設計案をもとに県事業で着していただくことを視野に入れ、時期を見きわめながら県への

要望も行ってまいりたいと答弁されております。 

 そうしますと、市長がおっしゃった時期とはいつごろなのか、地域住民は希望を持っておりま
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す。この時期について何らかの進展があったならば、また後ほどでも教えてください。 

 それと先ほどもお話ししましたが、市長の任期が残すところ、１年６カ月なりました。現実問

題として、１１５億円もの事業費を確保することは容易ではないと私なりに理解をしております。

そういったことから、この１１５億円の事業予算の確保は、比田勝市長で確約がとれるのかどう

かということも疑問に思っておりますので、ここも含めて御回答できればありがたいと思います。 

 そういった意味から、この路線については長期展望も進められているようでありますが、同じ

く前回の市長答弁にもありましたように、離合場所の確保整備が先行して抜本的な対策には至っ

ていないという御回答であったかと思います。そういった意味で、南部地区に生活する市民は、

到底、納得がいける状態ではないということは理解していただけると思います。 

 このように軍用道といいますか、軍用みちといいますか、戦後七十数年の間に生活の基盤とし

たこの地域の方々は、こういう生活道路を全国的に類を見ないぐらいの事例ではないのかなと私

なりに理解しております。 

 そういった意味から、早急には進まないことはわかるわけでございますが、特に、高齢者が住

む現状において大変深刻な問題を抱えていることも懸念されます。 

 その１つとして、救急対応の場合であります。ここに消防長がいてはりますから御承知とは思

いますが、例えば、内院地区とか久和地区から救急の要請があった場合、現在の道路事情におい

て対馬病院までの救急搬送に要する時間が一体どれぐらいかかるのか。救急車両とはいっても車

両が大きく、精密機械など搭載し、また３名以上の職員が乗車しておりますよね。そういった意

味から安定感もなく、こういうカーブが多い変化がある場所では、国道と比べてスピードとか出

せないとこのように思います。そういった意味から、私の、例題として試算したんですけれども、

地域の市民から救急要請があって、豆酘分署から出動しますよね、現場到着から病状、容態で異

なると思いますが、救急処置に係る時間と現場から対馬病院までの搬送時間が約１時間以上要す

るんではなかろうと私は思っておりますが、消防長、どうですかね。この辺は。後でいいです。 

 さらに、大村などの搬送が必要な場合、陸上搬送と別にヘリが対馬まで来る時間と、さらに対

馬から大村へ搬送される時間がプラスされることとなります。 

 私の手元に総務省が出しております資料の中にもありますけれども、平成２８年度中に救急車

両による救急業務実態状況によりますと、全国で要請から現場到着までが約８.５分、病院まで

で所要時間が３９.３分と、このようにレポートしてあります。そういった意味から、搬送時間

と全国平均としましても、歴然と平均時間が大幅に超えていることは言うまでもないと思います。

また、そういった意味から、医学的視点から考えても、搬送のおくれからの生存率が急激に低下

することも懸念されます。 

 このように同じ日本国民でありながら、果たしてこの状況が平等といえるかどうか。私は特に
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この現状を考えたときに南部地区出身の議員として、このことを国や県に強く伝えていただきた

いと思って、市長にお願いするわけでございます。いま一度、現有道路の改善とそれにかわる対

策、また市長が考える将来あるべき南地区の生活道路のスタイルについて市長の見解をもう１つ

聞きたいんですけど、よろしくお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  前回、議員のほうからも質問をいただきましたように、前回の回答の中

でもこの尾浦～浅藻につきましては、久和まではトンネルでバイパス的な線形となっております

けれども、久和から浅藻については今の県道と並行した状態になっているというようなことで、

できましたら、久和から先につきましては、県のほうとも御相談申し上げた上、県のほうに施工

をお願いしたい旨、答弁いたしておりました。今回も同じような答弁をしているわけでございま

すけれども、その中で県への、じゃあ、要望の時期をいつごろ考えているのかというような意見

だったというふうに思います。先ほども冒頭答弁いたしましたように、当初は平成３４年度本事

業が完了するような計画にしておりましたけれども、これが２年から３年程度おくれるというよ

うなことでございますので、トンネルの工事等が終わる間までには県のほうにもお願いをしたい

なというふうに考えているところでございます。 

 それとまた、私の任期中に１１５億円の確約はちょっと難しいだろうけど、果たしてこれは大

丈夫なのかというふうなことであろうと思いますけれども、とてもじゃありませんけれども、あ

と１年６カ月の間でこの１１５億円の確約が即いただけるものとは思っておりません。実際に、

やはりここはこれまでどおり、力強く要望を重ねていくことが重要ではないかというふうに考え

ておりますので、この計画をもとに市民の皆様の御要望を国へも上げてまいりたいというふうに

思っているところでございます。そしてまた、これまでのこの計画が実現する間に、そのほかに

何か緊急的にできることはないかちゅうような質問であったろうと思いますけれども、今現在の

ところでは、県のほうも県道といたしまして久和トンネルから順次、整備を進めていただいてい

るところでございますので、そこも見きわめながら市として今の尾浦～浅藻線の進捗状況を少し

でも早める努力をしてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、波田政和君。 

○議員（１２番 波田 政和君）  市長、２年前もそういう話をお互い話ながら理解してはいるわ

けでございますが、もう２年もたったから何とか少しでも進んどるんじゃなかろうかなと思った

ものですから、こういう話は聞いておりますが、決して、市長が何もしていないと言っているわ

けではございません。 

 先ほども言いますように、しっかりとしたお話し合いをしていただいておるとは理解はしてお
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ります。そういう中から、こういった事業に関しましたら時間もかかることはもう重々承知して

おりますので、それにかわるだけのものも考えてもいいんじゃなかろうかなということを今から

話させてもらいますから、よろしいですか。 

 まず提案ですけどね、今回、誰も通告しておりませんから、別にお答えができる範囲でもいい

んですけれども、病院の統合によって南部地区の住民の方が非常に病院通勤難民とでもいいます

か、こういった状況がたくさん出てきているじゃないですか。そういった意味で通勤もそうです

けれども、地区皆さんが救急搬送施設をしっかり訴えてきながら２６年度には分室が開設して運

営されているということは、もう皆さん知ってあると思います。そういった意味で今市長が話さ

れる内容からしますと、年度を追って計画立てながらやっていくから明確な時期とかそういった

利便性がいつになるかあらわしにくいですよね。答えからいきますと。 

 しかしながら、そういったことから考えても、そしたらその地域住民とすると、そういった時

間がかかる中でも、そういう先ほどのデータも話させてもらいましたけれども、平等さがないけ

れども、そこで住んでいるから仕方がないんじゃないかなという考えよりも、もう少しこの道路

整備がおくれていくとするなら、もう少し何か特化したといいますか、ここはほかの方法をとっ

てでも緊急時に対応はできる方法はなかろうかと私なりに考えた話をします。 

 まず、例えば、南部地区あたりにヘリポートをつくってみるとか。それとか今までも皆さんも

聞いてあると思いますけど、救急にドクターカーを入れてみるとか、そういった話もどこでかと

まっているように私も近日感じているわけであります。こういった話も以前からあっております

ので、この辺もその道路事情等の延期、おくれといいますかね、見えない中でこういった話とい

うのは、道路をつくるよりも早いんじゃなかろうかなと思っております。 

 言いますように、皆さん地域に住んでおって、地域を捨てることができない人はずっと不便な

まま生活しなくちゃいけないんですね。そういった意味からしましてでも、こういった別の角度

で緊急時も対応できますよというぐらいのものを何かの目玉を、ひとつ考えていただきたいなと

私は思って提案をしておるわけでございます。 

 こういった道路をつくるより簡単かもわからないような話をしましたけれども、この辺は、市

長、どうですかね。市長の任期中にでも何か方向性が出るような御回答をいただけませんか。ど

うぞよろしくお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  このことにつきましては、ちょっと通告の中にももちろんありませんで

した。私自身も、この話は、この場で初めて聞きましてなかなかヘリの導入に関しましては、あ

ちらこちらで聞く話によると、今医師等が不足しているような状況の中で、そしてまた、このヘ

リの導入、そして先ほど申されましたドクターカーの導入につきましても、なかなか厳しいもの
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があろうかというふうに思った次第であります。ただこれはまた、いろんな場面でまた研究はさ

せていただきたいというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、波田政和君。 

○議員（１２番 波田 政和君）  ありがとうございます。通告外でございましたけれども、流れ

的に関連しておると捉えていただいて、事あるごとにまた今まであった話でもありますので、そ

れをなくすことがないようにまた調査研究もしていただければありがたいなと思っております。 

 それでは２点目の厳原港ターミナルビルにおける駐車場の管理体制を再度お尋ねします。 

 対馬の玄関口でもあります厳原港をされる年間利用者数は、平成２８年度長崎県が発表してお

ります。統計でいきますと、先ほど市長が話した内容と年度と若干の数字のずれがあるかもわか

りませんけれども、国内航路が２２万４,０００、国際航路が１６万４,０００、計３８万

８,０００となっております。そういった意味から比較としまして、空の玄関口でもあります対

馬空港においても２３万４,０００と、約厳原港が１.６倍ぐらいの、多いんだというデータが出

ております。これ２８年度の分。そういったことから、昨今、観光客が厳原港を出たり入ったり

しております。それに伴い、バスとかレンタカーなどの停車場の不足や国内ターミナルを利用さ

れる方々の駐停車場所の確保と整備対応の不備が交通混雑を招いています。 

 この厳原港ターミナルビルの周辺には合同庁舎も隣接しており、時間帯も関係なくこの庁舎を

利用する方もたくさんおられます。先ほど話を冒頭にもいたしましたが、このターミナルビル前

のロータリー駐車場等は常に満車で、目的外使用の疑いがある車両も多く見受けられます。少な

くとも外国船とか国内船が入出港する時間帯の混雑は理解できます。しかし、その他の時間帯も

ロータリー周辺の駐停車場には駐車されている状況が続き、ターミナルや合同庁舎を利用する方

が駐停車できない状況が続いておることから、放置状態ではないかと私は疑問に思っているわけ

ですよ。 

 また、このターミナル駐車場の入り口には厳原港駐車場総合案内看板というのが設置されてお

ります。その２番目に厳原港に発着する定期旅客船を利用される皆様の専用駐車場と、それ以外

の方は駐車してはいけませんよと書いてある。しかし、この看板を見て、幾ら県が管理しとると

はいえ、対馬市の看板がある以上は対馬市が管理しているんじゃなかろうかなと普通思いますよ

ね。そういった意味から先ほども話しますように、県や国が管理していると言ったとしても、対

馬市の看板がある以上は、実態を見て管理者へ伝えるのが普通じゃないかなとこのように思って

いるわけです。だからこういう話をさせております。 

 この駐車場なんですけど、まず目的外駐車や放置車両の防止がなぜできないのかということな

んですよ。先ほど通告制をとっていた内容に触れますけれども、もう通告して１５日になるんで

すけれども、余り対策がとられていないような気がするんですよ。せっかく我々が通告する以上
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は、やはりやりとりする中で、ある程度話はして答えが聞けるようにね、なるのが通告制じゃな

いかなと思っております。そういった意味から私はこのいろいろ整備の段階であるのでというこ

とじゃなくて、一日も早く便利がいいように、違法駐車がなくて、利用者がスムーズに使える体

制をつくるのが対馬市のやり方であってほしいなと、住民の感覚からこんな話をさせております

ので、よろしくお願いします。市長、何かありますか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  このロータリー前の駐車場についてでございますけれども、まず、駐車

車両の対策といたしまして、週１回の違法車両を調査している状況でございまして、今現在、違

法な駐車ということで放置車両を２台確認をして、現在、その所有者を調査中というような報告

を受けているところでございます。今後も引き続き、この調査をしながら違法駐車をなくしてま

いりたいというふうに考えております。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、波田政和君。 

○議員（１２番 波田 政和君）  再度、確認します。そしたら、放置車両の対策をしておると。

それなら後は利用者という考えでいいんですか。これそうじゃないんじゃなかろうかなと思って

おりますよ。だから調査してはるなら、朝昼晩やってみませんか。同じ人が同じところにとまっ

ておったらおかしいじゃないですか。そのことを言っとんですよ。だから皆さんが一生懸命駐車

場を探す中で、やはりそこに堂々と置かれておっても皆さんも困るじゃないですか。特に身障者

さんとか大変難儀してはるようにあります。これも含めて早急な対応を要望しておきます。 

 そして、３点目に入りますが、対馬市の観光対策についてお尋ねします。 

 昨日の答弁の中で、観光振興計画の話の中で市の理念のもとに官民一体で取り組むのが必要で

あると市長は話をされていました。そういう中で、私は市長がそういった内容で一般、対馬在住

の人たちに促しされてあるように聞こえるんですよ。何とか観光の掛け算という話をされますよ

ね。そういうことちゅうのは、しっかり民間も頑張りなさいよということに私なりに聞こえるん

ですよ。だから、それはそれでいいんですよ。それなら行政の意気込みとか、責任の取り方もも

う明確にしてやっておかんと、やはり観光産業で経済効果といいますかね、対馬市も考えてあっ

たり、長期、短期でいろいろ対馬の方向性を考えていくとするならば、ある程度、今、先ほどの

話ありませんけれども、官民一体で物事に取り組んでいくのが普通であるという市長の考えなよ

うにありますので、そしたら、そういった人たちが全ての面において、不安がないような対策を

とっていただけないかなと思うんですよ。例えば、いろいろそういった産業を相手にしながら事

業展開をしていきたいなと思うけれども、どこかに壁がある人たちっておるじゃないですか。そ

ういった人たちにもわかりやすく長期、短期シミュレーションも含めてこういった推移で対馬市

も取り組んでおるので、どうこう地域の方々もそういった１つの産業を興せる形をとるために一
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緒にやりましょうというぐらいな何か意気込みが欲しい。市長、どうでしょうか。ちょっとそこ

で答弁ひとつお願いしますよ。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  まず１点目、この観光の事業については、私自身、官民一体となってや

っていくことが望ましいといつも思っております。また、我々行政だけが動いても市民の皆様が

一緒になってやっていただかんことには空滑りしてなかなか思うような観光対策はできないんじ

ゃないかなというふうに思っております。 

 そういう中で私自身も、観光、特に食の掛け算といったことで、これまでの見せるだけの観光

ではだめだ、この対馬のすばらしい食材をもとに食べていただきながら対馬のすばらしさを展開

していきたいなという思いでいるところでございます。 

 そういう中で、それではこの観光産業をどのように展開していけばいいのか、また創業してい

けばいいのかということになろうかと思いますけれども、今、この有人国境離島法等で新しく創

業するときの支援、そしてまた、事業を拡大するときの支援等が４分の３程度の事業費の補助が

ございますので、こういったところも利用していただければ幸いというふうに考えているところ

でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、波田政和君。 

○議員（１２番 波田 政和君）  わかりました。それでは、いろんな住民の方がいろんな相談が

あったときには懇切丁寧にやっていけるように努めていただきたいなとかように思います。 

 そして、ひとつ今からお話しますけれども、このお話は市内の老舗の御主人様が提案をなされ

たことを紹介しておきますから。厳原市内の通行区分緩和とか歩行者の便利性を目的として厳原

郵便局交差点をスクランブル交差点ぐらいにしたらどうかというような提案があっておりました

ので、私も、ああ、なるほどなとそういったものが実現すると内外問わず注目を浴びて、また増

加へつながるんじゃなかろうかなとこのように感じたところもありますので、そういった地域住

民の方もこのいろんな先ほどからも話があっておりますが、観光客の受け入れとか地元からの苦

情とかたくさんある中で、やはり変化を求める意味から、地域の人たちもいろいろ考えてあるこ

とを紹介して私の本日の質問を終わりたいと思いますが、我々市長にお願いする立場から決して

詰めるつもりはありません。答えられたことに、また半年、１年かけてどうなったかなと確かめ

るのが議員の仕事と思っておりますので、そこも含めましてこれからもお互い仲良くやっていき

ましょう。そういったことできょうは終わりたいと思いますので、よろしくお願いしておきます。

ありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで、波田政和君の質問は終わりました。 
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